
　

西
条
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
お
お
む
ね
20
年
後
の
西
条
市
の
姿
を
展
望
し

つ
つ
、
将
来
の
土
地
利
用
、
道
路
・
公
園
整
備
な
ど
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
方
針
を
定
め

た
も
の
で
す
。
今
後
は
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
実
現
に
向
け
、
市
民
の
皆
さ
ん
や

企
業
な
ど
の
理
解
・
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
密
接
な
連
携
体
制
を
と
り
、
官
民
協
働
で
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

全
体
の
構
成

将
来
都
市
構
造

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は

大
き
く
分
け
て
全
体
構
想
と
地
域

別
構
想
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　

全
体
構
想
で
は
、
市
全
体
に
お

け
る
都
市
づ
く
り
の
目
標
や
基
本

方
針
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

地
域
別
構
想
で
は
、
地
域
の
特

性
や
生
活
面
で
の
つ
な
が
り
な
ど

幾
つ
か
の
ま
と
ま
り
を
も
っ
た
生

活
圏
を
地
域
・
地
区
で
区
分
し
、

そ
れ
ら
の
将
来
像
を
明
ら
か
に
し

た
、
都
市
づ
く
り
の
目
標
・
整
備

方
針
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

地
域
は
そ
れ
ぞ
れ
の
拠
点
を
抱

え
る
、
西
条
・
東
予
・
丹
原
・
小

松
の
４
つ
の
地
域
に
区
分
し
ま
し

た
。
ま
た
、
各
地
域
の
特
性
な
ど

を
考
慮
し
、
西
条
地
域
は
さ
ら
に

そ
の
地
域
の
中
を
中
央
部
・
東
部

・
西
部
の
３
つ
の
地
区
に
細
分
す

る
と
と
も
に
、
東
予
地
域
も
東
予

東
・
東
予
西
・
河
北
の
３
地
区
に

細
分
し
ま
し
た
。

　

西
条
市
の
望
ま
し
い
都
市
の
あ

り
方
を
示
す
将
来
都
市
構
造
は
、

当
市
が
約
５
０
９
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
と
い
う
広
大
な
行
政
区
域
を

有
す
る
こ
と
や
、
西
条
・
東
予
・

丹
原
・
小
松
の
各
地
域
に
従
来
の

市
街
地
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
勘
案
し
て
定
め
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
西
条
市
の
将
来
都

市
構
造
は
、
Ｊ
Ｒ
伊
予
西
条
駅
周

辺
の
中
心
市
街
地
を
都
市
拠
点
、

東
予
・
丹
原
・
小
松
総
合
支
所
周

辺
の
市
街
地
を
地
域
拠
点
と
位
置

づ
け
、
そ
れ
ら
の
拠
点
間
を
公
共

交
通
機
関
や
道
路
網
で
結
び
、
連

携
強
化
を
図
っ
た
「
拠
点
連
結
型

都
市
構
造
」
と
し
ま
し
た
。

用途地域

自然環境保全地

山麓景観保全地

田園環境保全地

自然共生地

沿道サービス地

産業居住地

市街化誘導地（住宅地）

工業地

複合地

一般住宅地

専用住宅地

中心商業地周辺既成住宅地

地域商業地

中心商業地

凡　　　　　例

都市拠点

地域拠点
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